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開催趣旨 

　私たちの身近にある「水」に関する環境問題は、日本ばかりでは 

なく地球規模で考えなければならない問題となっております。 

　こうした世界の水問題について国際間で協議し、解決に向け

て具体的な指針を示すことを目的として、平成18年3月に「第４回

世界水フォーラム」がメキシコにおいて開催されました。この中で主

要な分科会のひとつとして「第２回世界子ども水フォーラム」が開

催され、日本を含む29カ国107名（日本から7名）の11歳から18歳

までの子どもたちが参加しました。 

　今回のフォーラムでは、「世界の水問題の解決は地域

活動から」をテーマに、世界の子どもたち自身の地域での活動

（水教育への取り組み、衛生問題への取り組み、環境保護への

取り組み）が発表されました。また、「第１回世界子ども水フォー

ラム（京都・滋賀）」において作成された「子ども水宣言」をより

具体的に実行するための行動宣言を取りまとめるにあたり

世界の子どもたちで積極的な意見交換が行われました。 

　その「世界子ども水フォーラム」を引き継ぎ、水問題の解決に

向け、日本の子どもたちが自らできることを考え、子どもたちの

ネットワークを広めていくことを目的として、「世界子ども水フォー

ラム・フォローアップ」が広島、宮城、東京で開催されました。 

　そして、今までの経験と成果を引き継ぎ、子どもたち自身の活

動の更なる展開を期待して、『世界子ども水フォーラム・フォロー

アップ in丹沢』を開催いたしました。 
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経験と成果をさらなる活動に活かそう 

「第2回世界子ども水フォーラム」をはじめ、これまでの活動で得た経験と成果を
共有し、今後にむけてできることを議論することによって仲間とのネットワークを
広げていくことを目的として、世界子ども水フォーラム・フォローアップin丹沢
が開催されました。 
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11/23（木・祝） 
 

11/24（金） 
 

11/25（土） 
 

開催概要 

1.開催日程 ： 平成1８年１１月23日（木・祝）～25日（土）　2泊3日 

2.開催場所 ： 神奈川県足柄上郡山北町　丹沢湖ロッヂ 

3.主　　催 ： 世界子ども水フォーラム・フォローアップin丹沢　実行委員会 

4.共　　催 ： （財）河川環境管理財団　子どもの水辺サポートセンター 

5.後　　援 ： 文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省、 

　　　　　   NPO法人自然体験活動推進協議会、 

     NPO法人川に学ぶ体験活動協議会 

6.協　　力 ： 神奈川県、神奈川県酒匂川水系ダム管理事務所、 

　　　　　　山北町、足柄消防組合消防本部 

1. 「第2回世界子ども水フォーラム」で得た経験と成果を共有する。 
2. 世界子ども水フォーラム（京都）における「子ども水宣言」及びフォローアップ 
　（広島、宮城、東京）における経験及び成果を引き継ぐ。 
3. 水に関する活動を広げていくために子どもたちができることを議論する。 
4. フォローアップの開催によって、子どもたちの水に関するネットワークを構築する。 
　（同じ仲間がいることを知る。） 
5. 次世代を担う若者たち、子どもたちを育成する。 

開催目的 

7：00  起床 

7：30 朝食 

8：30 体験活動概要説明 

       ・本日のスケジュール確認 

8：45 体験活動1（2班に分かれて） 

       ・三保ダム視察 

        （1班：第1・3・5分科会）  

        （2班：第2・4・6分科会）  

 

 

 

  

 

 

7：00 起床 

7：30 朝食 

8：30 ビジターセンターへ出発 

8：45 全体発表（ビジターセンター） 

        ・各グループ発表 

         （発表8分、質疑7分、 
　　　準備・移動2分） 

         （6グループ各15分程度） 

 

 
 

12：50 体験活動2  

          ・玄倉川水難事故の概要説明 

        ・玄倉川現地視察 

14：30 分科会2  

          ・体験活動の振り返り 

          ・各グループでのWS  

          ・各グループ発表準備 

18：00 夕食 

          ・各グループで食事 

19：00 分科会3 

          ・各グループでのWS  

          ・各グループ発表準備 

          ・各グループ成果とりまとめ 
            子ども宣言文作成委員ＷＳ 

21：30 入浴・就寝 

 

11：00  閉会式（ビジターセンター） 

         ・講評 ・閉会宣言（子ども水宣言）  

          ・閉会挨拶 ・記念撮影 

11：45 後片付け・出発準備 

12：00 出発（バスにて移動） 

          ・車内にて弁当 

13：30 小田原駅解散 

12：00  昼食 

五 つ の 目 的  
12：00  受付開始（小田原駅） 

  13：15 小田原駅出発（バスにて移動） 

　　14：45 開会式 

  ・開会宣言・開会挨拶・歓迎挨拶 

  ・開催主旨説明・記念撮影 

15：30 オリエンテーション 

 ・スケジュール説明 

 ・本大会の注意事項 

  ・館内利用の注意事項 

16：00 アイスブレイク 

  ・全スタッフ紹介・名刺交換会 

16：30 世界子ども水フォーラムの 
　　　あゆみ 

  ・メキシコ大会 
   参加報告など 

17：30 夕食（いろり） 

  ・バーベキュー 

19：30 分科会1 

  ・自己紹介レポート発表 

  ・子ども宣言文作成委員選出 

  ・各グループでのワークショップ 
  （以下 WS）、 
  子ども宣言文作成委員ＷＳ 

21：30 入浴・就寝 

大会プログラム 

開会式での記念撮影 

内容充実の 
3日間 ！ 
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水への想いを語り行動した3日間 

　オリエンテーションでは、
実行委員の紹介の後、あらた

めて開催趣旨の説明と目的などがかみくだ
いて説明されました。「この3日間で、みん
ないろいろなことを話し合いましょう」と
いう言葉にオリエンテーションの内容が
集約されました。そして記念撮影へ。みん
な少しずつ緊張がほぐれ、会話も弾み出し
たおかげで、笑顔の写真が撮れました。 
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　第2回世界子ども水フォーラム（メキシコ大会）の参加
報告あり、体験活動あり、分科会ありの37名が参加した盛
りだくさんの2泊3日でした。はじめて出会う人もそうでない人
も、共に行動し、語りあい少しずつ本当の仲間になりながら、
自分の役割をしっかり果たして充実感、達成感、そして
感動を共有しました。 

　ちょっぴり緊張ムードの中、開会式が始まりました。い
よいよ3日間の世界子ども水フォーラム・フォローアッ
プin丹沢のスタートです。まずは3日間の舞台となる
神奈川県出身の灰塚 果苗さんの開会宣言「自然があ
ふれ美しいことが自慢の神奈川でフォローアップがで
きることをうれしく思います。この3日間で、互いにいろ

いろなものを得られればう
れしいです」という言葉に
賛同の拍手が響きます。 
　藤吉 洋一郎実行委員長
より「世界子ども水フォー
ラム」のこれまでの流れに
ついて説明があり「第2回

世界子ども水フォーラムを受けて開催された、今回
のフォローアップを新たな一歩にしてほしい」と 
開会のあいさつ、続いて地元である神奈川県山北
町長の瀬戸孝夫実行委員が歓迎のあいさつを行い
ました。瀬戸委員の言葉により、山北町が神奈川県
横浜市、川崎市の5割以上の水をまかなっている
重要な水源地であること、その場所で委員自身、子
どものころから水遊びをし、川と親しんで育ってきた
体験、丹沢の美しい水を守っていく重要性と責任と
いう決意が語られました。そして「日本の子どもとし
ての活動を世界に発信していってください」という
励ましの言葉で締めくくりました。 

ふくらむ3日間への 
意気込みと期待 
 

意義ある 
フォローアップに向けて 

瀬戸 孝夫町長の歓迎挨拶　（正面左より：宮尾 博一実行委員／内山 恵子実行委員／藤吉 洋一郎実行委員長／瀬戸 孝夫実行委員） 

子ども参加者代表 
灰塚さんの開会宣言 

緊張のまなざしで挑んだ開会式 
藤吉 洋一郎実行委員長 

による開会挨拶 

みんなといろいろ 
話し合った3日間でした。 

オリエンテーション 

開会式 アイスブレイク 

　それぞれがつくってきた名刺を交換
しながら自己紹介、そして他の人のこと
を紹介する他己紹介へ。互いのことを知
りながら、自分をアピールする練習、他の
人へ必要なことを伝える練習をしていき
ます。同じ想いをもつ参加者同士だから
か、想像以上に積極的に名刺交換をし、
スムーズになじんでいけたようです。また、
「肉のおいしい食べ方」というテーマで
ブレーンストーミングをすると、口々にアイデ
アが飛び出しました。 

少しずつ 
打ち解けムードが広がって 

ファシリテーターによる 
オリエンテーション 

ファシリテーターの話に 
真剣に聞き入る 

アイスブレイク： 
名刺交換会の様子 

アイスブレイク：ブレーン 
ストーミングの様子 

各自手作りの名刺で自己紹介 

車座になって話し合う参加者たち 
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世界から持ち帰られた希望と課題 

第2回世界子ども水フォーラム 
（メキシコ大会）派遣者による 
参加報告の様子 

緊張がとれて、 
みんな積極的に意見を 
述べるようになりました。 

夕食（BBQ） 

　アイスブレイクでなごんだ気持ちをさらに和気あい
あいムードにしたのが、みんなで肉や野菜を焼きなが
ら食べるバーベキュー。これまでちょっと緊張が残って
いた参加者も、ここで一気に笑顔に。 

分科会 1

お腹も心も満たされた 
楽しいバーベキュー 

順調に進む 
それぞれの話し合い 

　いよいよ6つの分科会に分かれての話し合いが始
まりました。ファシリテーターやアドバイザーのさりげ
ない導きを受け、それぞれのあだ名や、分科会でのル
ールを決めたり、閉会式で「子ども水宣言」をする宣
言委員を選んだり、子どもたちが主体となって話し合
いが進んでいきます。役割を決めたり、自分の意見を
述べる中で、みんなの個性も少しずつ発揮されていき
ます。 

第2回世界子ども水フォーラム 
（メキシコ大会）参加報告　 

　第２回世界子ども水フォーラム（以下メキシコ大会）
の派遣候補者による参加報告会は、興味津々のみん
なの真剣な視線の中、熱意あふれる雰囲気で進んで
いきます。 
　最初に、世界子ども水フォーラムをはじめとする活
動の、これまでの積み重ねが簡単に説明されました。
その中には、フォローアップが開催されるようになった
経緯の説明もありました。「世界子ども水フォーラム
の参加を経て、日本と各国では、水問題の知識や考え
が大きく違うこと。日本の現状や考え、意識、活動を伝
えること、そして、世界の現状や意識を知ることで得た
知識やネットワークを次へつないでいくこと。」という
フォローアップの経緯
や目的がより明確にな
りました。 
　2005年の世界子ど
も水フォーラム・フォロ
ーアップin東京で選抜
された派遣候補者メン
バーは、メキシコ大会に
向けて勉強会を重ね、
自分たちの想いや活動、
日本の水環境の現状などを伝えるための方法を模索
していきました。勉強会では、伝えたいことがうまく伝
えられないもどかしさに涙したり、英語の練習に大変
な苦労をしました。 
　そんな努力と苦労、そして希望をつないで迎えたメ
キシコ大会では参加者は4つの班にわかれ、「水の歴史・
文化」「水のネットワーク」「水害」「自然環境」という
4つのテーマで発表を実施しました。参加報告会では、
メキシコ大会の資料を使用して、報告を行いました。 
　それぞれ自分たちがテーマに合わせて学習・調査し
てきたことを、自分自身が地域で行っている活動と関連

づけながら発表し、形式的ではなく、自分自身の体験
と想いにもとづいた、本質的な発表ができた手応えを
感じたようです。 
　その結果は、参加国55カ国の中でベスト5という評
価に表れました。「子どもたち自身が熱意をもって活
動している」「日本だけでなく他の国でもできる活動
を続けている」というのが、その評価の理由でした。世

界中の参加者から
「自分たちの地域
でも活動したいの
で、詳しい内容を
教えてほしい」な
どの声が挙がった
そうです。今回、報
告を受けている参
加者も、メキシコ
大会の熱気をそ
のまま感じ取って
いるかのように、目
を輝かせて聞き入
っていました。 
　最後に、メキシ
コ大会に参加して
「日本には多くの
水の活動がある」
「みんな水が好き
なんだ」「もっと水
が好きになった」

ということに気づき、そして再認識した課題、「参加者
同志で情報を共有して知識を増やす」「友達をつくっ
て情報共有のためのネットワークをつくる」「これから
自分たちでできることを見つける」などを発表し、参加
報告が終了しました。 

■分科会のテーマ 

分科会ごとに楽しく 
わきあいあいと 

野外でみんなで食べると 
おいしいね 

分科会1の様子 
（第3分科会） 

分科会1の様子 
（第5分科会） 

子ども宣言文作成委員ＷＳ（ワークショップ）の様子 

分科会1の様子 
（第1分科会） 

世界子ども水フォーラムのあゆみの説明 
第1分科会  水問題などに関して私自らが行っている活動 

第2分科会  水問題などに関して 
 学校や所属団体で行っている活動①

第3分科会  水問題などに関して 
 学校や所属団体で行っている活動②

第4分科会  水問題などに関して 
 学校や所属団体で行っている活動③

第5分科会  自分たちが将来的に取り組むべきこと 

第6分科会  子どもたちのネットワークを広げるための活動 
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※ 

　2班に分かれて三保ダムを視察しました。普段は入
れないダムのさまざまな場所を見学したり、ダムの仕
組みや役割を知る、盛りだくさんの内容でした。参加
者はスケールの大きなダムの詳しい構造や、なくては
ならない大切さなどを自分の目で見、耳で聞き、真剣な

表情で目を輝かせていました。考え込んだり、興奮し
て感想を話し合う姿も見られました。 
　子どもたちにはもちろん、スタッフにとってもとても
勉強になった視察でした。 

　フォローアップの会場付近を流れる玄倉川で実際
に起った水難事故の話は、子どもたちに大きな印象を
残したようです。緊張の1日目を終え、昼食の後にもか
かわらず、みんな真剣に概要説明に聞き入っていました。 
　その後、玄倉川を視察し、普段は楽しい水遊びの場

となる川が、自然の猛威の前で危険な場所になること
を体感しました。水に親しむためには、安全に配慮す
ることが欠かせないこと、またそれを伝えていく必要
性などをそれぞれが考えた体験活動でした。 

※足柄消防組合消防本部 米山消防指令長による説明 ※神奈川県酒匂川水系ダム管理事務所 職員の方々による説明 

玄倉川水難事故の概要説明と現地視察に考え深げな参加者たち 監査廊からの三保ダム内部見学、天端からの本体見学に興味深々の参加者たち 

体験活動1 三保ダム視察 体験活動2 玄倉川水難事故の概要説明、現地視察   

ダムの秘密に興味津  々 水の恐ろしさを実感 

※ 

青森県 

青森県 

宮城県 

福島県 

栃木県 

栃木県 

千葉県 

神奈川県 

神奈川県 

神奈川県 

 

三和　優大 

中井　　怜 

中村　翔也 

佐藤　大地 

薄久保大造 

上野　卓哉 

野池　芽衣 

灰塚　果苗 

成島みゆき 

目黒　謙一 

　 

男 

男 

女 

男 

男 

男 

女 

女 

女 

男 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

第6分科会 

第5分科会 

第5分科会 

第3分科会 

第2分科会 

第3分科会 

第3分科会 

第2分科会 

第4分科会 

第1分科会 

 

高1 

高1 

高1 

高2 

高2 

高2 

高2 

高3 

高3 

高2 

 

青森県立五所川原農林高等学校 

青森県立五所川原農林高等学校 

宮城県第二女子高等学校 

私立日本大学東北高等学校 

栃木県立宇都宮工業高等高校 

栃木県立宇都宮工業高等学校 

千葉県立国府台高等学校 

神奈川県立百合丘高等学校 

神奈川県立港南台高等学校 

私立麻布高等学校 

 

 

参加者一覧 
 都道府県      名前       性別                 学校名     学年     分科会 NO.

神奈川県 

石川県 

静岡県 

静岡県 

静岡県 

静岡県 

静岡県 

滋賀県 

滋賀県 

京都府 

 

釼持　飛翔 

谷口　　央 

市川美智華 

小川さやか 

寺尾　純加 

夏目　梨帆 

古藤田舞乃 

増田　彩希 

中嶋　　優 

上村真由佳 

　 

男 

男 

女 

女 

女 

女 

女 

女 

男 

女 

 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

 

第6分科会 

第4分科会 

第6分科会 

第4分科会 

第1分科会 

第5分科会 

第6分科会 

第2分科会 

第3分科会 

第1分科会 

 

高2 

高2 

高2 

中1 

高2 

中1 

中1 

中1 

中2 

中3 

 

私立横浜高等学校 

石川県立金沢泉丘高等学校 

静岡県立静岡西高等学校 

伊豆市立修善寺中学校 

静岡県立伊東高校城ヶ崎分校 

伊豆市立修善寺中学校 

伊豆市立修善寺中学校 

日野町立日野中学校 

日野町立日野中学校 

京都市立神川中学校 

 

 

 都道府県      名前       性別                 学校名     学年     分科会 NO.

岡山県 

山口県 

愛媛県 

愛媛県 

愛媛県 

愛媛県 

福岡県 

福岡県 

福岡県 

福岡県 

 

松本　和樹 

兼行　　梢 

金子　　愛 

西川　有紀 

池田　京子 

宮崎　愛美 

名嶋　　優 

瀬戸　渓太 

中尾　恵子 

中尾　浩子 

　 

男 

女 

女 

女 

女 

女 

女 

男 

女 

女 

 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

 

第5分科会 

第4分科会 

第3分科会 

第2分科会 

第5分科会 

第6分科会 

第6分科会 

第5分科会 

第3分科会 

第6分科会 

 

高3 

高2 

高1 

高1 

高3 

高3 

中2 

中2 

中1 

高3 

 

 

岡山県立岡山工業高等学校 

私立高川学園高等学校 

愛媛県立伊予農業高等学校 

愛媛県立伊予農業高等学校 

愛媛県立大洲農業高等学校 

愛媛県立大洲農業高等学校 

福智町立赤池中学校 

福智町立赤池中学校 

福智町立方城中学校 

福岡県立嘉穂高等学校 

 

 

 都道府県      名前       性別                 学校名     学年     分科会 NO.

福岡県 

長崎県 

熊本県 

宮崎県 

宮崎県 

鹿児島県 

沖縄県 

 

曽根　裕子 

林田　果歩 

村中　志帆 

飛弾ゆり愛 

甲斐　由貴 

橋口　潤哉 

小林孝太郎 

 

女 

女 

女 

女 

女 

男 

男 

 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

 

第1分科会 

第1分科会 

第4分科会 

第2分科会 

第3分科会 

第1分科会 

第2分科会 

 

中1 

高2 

高1 

高1 

高3 

高1 

高2 

 

直方市立直方第三中学校 

私立長崎日本大学高等学校 

熊本県立熊本北高等学校 

宮崎県立延岡星雲高等学校 

宮崎県立延岡商業高等学校 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 

沖縄県立宮古農林高等学校 

 

 都道府県      名前       性別                 学校名     学年     分科会 NO.

（参加者37名） 

※ 


















